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ない。

　コロンボ気象台の雨量計は１日間の自記式であるが今回の調査範囲をカバーしていない。灌漑

局の雨量計、水位計（目視による）も一部調査範囲内のものもあるが、ほとんど範囲外のもので

ある。調査範囲の排水路モデルを構築するには時間雨量及び排水路の水位の連続記録が必要であ

る。

　既存資料及び現存する観測所では調査対象地の排水モデル構築の範囲をカバーしていない。

　排水モデル構築のため、調査範囲をカバーする最小限の自記雨量計（５台）及び自記水位計（10

台）が必要である。自記記録計は記録紙によるものでなく、データ処理が容易な電子記録タイプ

が望ましい。

４－５－９　排水モデル構築に使用するソフト

　イギリスのコンサルタントWS Atkins が 1988 年にコロンボ排水モデルを構築しているが、そ

れは詳細な内容が不明であり、利用不可能である。このたび、事前調査時の実施機関（ＳＬＬＲＤＣ）

との協議において、事前調査団に対して「流出氾濫解析の解析ツールであるMIKE11については

既にスリ・ランカ国で導入されており、既存データとの互換性という観点から導入してほしい」

旨要望がなされたため、MIKE11 を用いて排水モデルを構築することとする。また、本格調査の

円滑な実施にあたってはスリ・ランカ国の既存の排水モデルのデータを他のソフトへ転換した場

合、混乱が予想され、かつ円借款による過去に実施されている他の事業で使用されたデータを有

効利用するためには、MIKE11のようなデータの互換性のあるソフトを使用することが不可欠で

ある。そうすることによって、本調査終了後もスリ・ランカ国によって排水モデルの利用が可能

である。ＳＬＬＲＤＣ所有のMIKE11 はＤＯＳ版で古いタイプのものであり、Windows 版を導

入して排水モデルを構築する必要がある。
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４－５－ 10　マスタープラン用測量

　ＪＩＣＡ本格調査の範囲は主に北から Jaela 流域の下流部、Kalu Oya 流域、大コロンボ地域と

Bolgoda 流域である。この流域の水路の既存測量データは部分的であり、マスタープラン用排水

モデルを構築するには不十分である。そのため、本格調査時に、既存資料のある大コロンボ地域

を除いた上記３流域の水路の縦横断測量が必要である。既存測量データがある水路を除くと、

Jaela 流域の下流部は延べ 90km、Kalu Oya 流域は 40km、Bolgoda 流域では 120km の測量が必

要となる。測量間隔を500ｍピッチとすると、３流域の水路の測量断面数は500必要となる。そ

のほかに、北 Bolgoda 湖の深浅測量延べ 15km（読み取り点 500 地点）が必要である。

４－５－ 11　フィージビリティ・スタディ用測量

　フィージビリティ・スタディ（Ｆ／Ｓ）時に対象となる地域の排水路の施設設計に必要な縦横

断測量が必要となる。現時点で４地域の候補地がある。Jaela 流域の下流部１地域、Kalu Oya 流

域１地域、Bolgoda流域２地域が考えられる。その排水路の測量断面数は詳細な図面がないため、

数量を見積もることは難しいが、概略 500 断面ぐらいの計上が妥当とされる。

４－５－ 12　地図入手

（1）地図入手手続き

1） ＪＩＣＡ調査団からＳＬＬＲＤＣに地図入手依頼書を提出する。（地図 No. 等添付）

2） ＳＬＬＲＤＣがＭＵＤＣ＆ＰＵ（都市開発公共施設省）を通してＭＤ（Ministy of Defense,

国防省）に入手許可願いを提出する。

3） ＭＤが審査し、許可書を測量局に出す。そのコピーがＳＬＬＲＤＣにくる。

4） そのコピーを測量局に提出すれば入手できる。

（2）手続き期間

　手続き期間は早ければ 10 日ぐらいである。

（3）入手可能な地図

　入手可能な地図航空写真は以下のとおりである。

地図 縮尺 範囲 現在の有無 備　考

航空写真 １／  8,000 全調査域 有

地　　図 １／50,000 全調査域 有

地　　図 １／10,000 全調査域 有 10ｍコンターライン含む

地　　図 １／  2,000 全調査域 １ｍコンターライン含む
現在作成中
2002年１月に入手可能
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（4）日本への持ち出しについて

　日本へ持ち出せるか否かは現時点では分からない。
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